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未来洞察とガバナンスを研究

2020年10月～

新潟大学工学部工学科共創経営プログラム准教授

• 経営学担当教員：産学官連携のコープ教育（インターンシップ）を通じて経営学と工学を学ぶ学齢融合プログラムの担当教員

• 専門：技術経営論、政策科学、人文社会・図書館情報学

• 研究対象：高等教育、地域経済、社会起業など社会イノベーションとエコシステムをセクターを超えて研究

前歴：国・地方の行政職員と独立行政職員から研究者に

• 元広島県職員、地域科学技術、産学官連携や公衆衛生、公立大学の法人化など財政畑の職員を経て研究者に

未来洞察関連の日本での２つの機関に勤務・設立

• 前職：文部科学省科学技術・学術政策研究所（NISTEP）

• 第9回及び第11回科学技術予測調査（主にデルファイ調査）に従事

• シンクタンク国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）技術戦略研究センター現イノベーション戦略センター（TSC）の設立
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https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/elsi/

設立趣旨・経緯

設置趣旨

新潟大学における文理融合等の
総合知創出に向け、
国内外の組織・研究者とも連携しつつ、
新興技術に関する分野融合研究等の
学際共創研究及びガバナンス研究を推進

専任教員

特徴
トップダウンではなく研究分野を超えた教員のボトムアップの動きから発生。

総合大学の総合性を活かし、個別各論ではない多角的な視点からELSIをとらえ、

総合知の実践により、責任ある研究・イノベーションの実現を目指す。



◉ ガバナンス研究
法学起点の研究と教育への還元

◉ ELSIに関する技術課題
AI、脳神経倫理、遺伝看護など

◉ 地域課題
災害・防災、離島・中山間地域

ELSIを超えた世界基準の責
任ある研究・イノベーショ
ンの実践を意識し、国際シ
ンポジウムなどを通じて積
極的に情報発信を行う

大学全体の研究力強化に向
け、総合大学の特性を活か
し、学際共創研究の創発と
既存の学際的取り組みの可
視化を進める

センター活動の特色

特に保守的な法学を起点と
したイニシアティブとガバ
ナンス研究に重点を置き、
ELSIの課題に対して独自の
視点を提供する

人文社会科学起点 国際発信の重視 総合知の実践

総合的かつ実践的なアプローチの実現

◎ ガバナンス研究を起点に教育への還
元（横ぐし）を目指す

◎ 地域課題と大学の特色・強みの研究
（縦軸）における学際融合研究を推
進する

重
点
領
域
の
અ
ఈ

センターの重点領域

地域における責任ある研究・イノベーション推進
〜地域の脆弱性に対処し、弱みを強みへ変える(バルネラビリティ)〜
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機能・役割
Trans-disciplinary research
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実際の活動
Action

研究者の発意によるサイエンスカフェの「再発明」 
Science café in action
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Comprehensive
総合性の発揮
自然科学系・医学系・人文社会科学系

協力教員 学部の敷居の低さ
URA 事務職員を運営委員に

氏名 職名 担当学部等 専門分野

鈴木 正朝 協力教員 法学部・教授 情報法

山﨑 達也 協力教員 工学部・教授 情報通信工学

曽根 博仁 協力教員 医学部医学科・教授 血液・内分泌・代謝内科学

有森 直子 協力教員 医学部保健学科・教
授

母性・助産学・遺伝看護学

髙島 徹 協力教員 社会連携推進機構・
教授

産学連携・社会実装

https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/elsi/
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新潟大学の取り組みの特徴

人文社会科学起点

（保守的な自分の則を超えない

傾向が特に一般に強い）

法学を起点としたイ؀シアティ

ブでガバ׿ンス研究に重点

国際発信の重視

ELSIを超えた世界基準の責任

ある研究・イノベーションの実践

を意識し、国際シンポジウムな

どを通じて積極的に情報発信

研究力強化のための総合知の実践

総合大学の特性を活かし、学際共創研究の創発と既存の学際的取り組

みの可視化を推進。これにより、地域中核などの事業採択など大学全体

の研究力強化にも貢献
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重点領域の設定と今後の展開の方向性       Priorities

1

技術ガバ׿ンス研究

法学起点の学際共創研究・教育への還元

2
個別技術のELSI

AI、脳神経倫理、遺伝看護など

3
課題先進国日本・新潟の地域課題

災害・防災、離島・中山間地域

新潟大学ELSIセンターでは、ガバ׿ンス研究を起
点に教育への還元する横ぐしとなる組織を目指し
地域課題と大学の特色・強みの研究における重点
領域を設定し、学際融合研究を推進

重点領域における

学内外の研究者

からなる

研究ユニットを

設置予定

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


具体的施策 Promotion

学外ネットワークの活用

積極的な連携を通じて、研究の幅を広げ、新

たな視点を取り入れ。

学内教職協働

URA事務職員を運営委員に加え、より効果的
な運営体制を構築。

学内競争的資金・伴奏型研究支援

プロジェクトの仕込みを通じて、研究力の強

化に貢献。

Accompanied Support

Collaboration between Academic 
and Administrative Staff

Internal and external networks

学内外のリソースを最⼤限に活⽤し、効率的・効果的な研究活動を展開。
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創発の事例 Emergence
1 相互支援 Mutual collaboration

大阪大学ELSIセンターからの支援を受け設置

中央大学・明治大学とのイベント共催など、

国立・私立大学との連携を強化。

2
内部

サイエンスコミュ؀ケーション Science communication

定期イベントや学際融合研究の発信、多様な取り組み。

研究者の側から内発的にサイエンスカフェ実施のイ؀シアティブ

3
外部

戦略的提携連携 Strategic alliance
地域中核・阪大ELSIセンターとの連携事業や、研究ユ؀ット制の

導入により、外部研究者との協力強化。

今後地域中核の事業の中で公式化・制度化をしていく予定

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


戦略 Strategy
逆手の戦略

弱みを強みに変える独自のアプローチを採用。

地域課題への着目

地域課題の裏返しとして、課題先進国日本の先見性から国際的視点

を提供。

補完・連携の重視

選択と集中の反対を行い、総合性を発揮し、既にある資源・実績を可

視化するインパクトを示し、循環・創出につなげる。

新潟大学ELSIセンターでは、独自の戦略と立ち位置から、国内外で注目

される研究成果を生み出すことを目指す施策展開。

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


喫緊の地域課題へタイムリーな取り組み
例 能登半島地震直後の災害復興とプライバシーの法的関係
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プロジェクト開拓実績 本シンポジウムの背景
URAが中心になってプロジェクトを支援

学内研究者を外部研究者によりつなぎ新規プロジェクトを組成
学内競争的資金「U-goグラント」・基盤C（分担） 日本核医学会 プロジェクト RINCAプロジェクト（企画調査）

チーム組成 令和５年度 臨床上の問題の議論 令和６年上半期 下半期 新潟大学の研究集積 ELSI
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新潟大学ELSIセンターにおける脳神経倫理研究と成果
 主たるメンバー
• 白川展之（ELSIセンター・副センター長）
• 島田斉（脳研究所・教授）
• 福士珠美（東京通信大学・新潟大学ELSIセンター

客員教授） 取り組みの特徴
①学外の専門家の知見を活用しつつ、
学内のリソースを生かした取組みの成果

②文理融合・異分野融合の拠点としてのELSIセンターの機能
③普遍的問題への対応
④国際連携への貢献

自然科学系の複数研究シーズをELSIで横ぐしとした事業スキームで、新潟大学J-PEAKSも採択

地方大学にける人文社会科学起点の組織的連携・取り組みの優良事例
研究拠点の研究力向上と学際共創による総合知創出

R6年度科研費基盤C

学際研究開始
日本核医学会ワーキング
グループ『認知症検診へ
のアミロイドPET利用の
課題について』

R5年度新潟大学
U-goグラント

ELSIセンター
サイエンスカフェ

脳研究所が韓国脳
研究院とMOU締結
（2020）

R6年度RISTEX企
画調査
・国際シンポジウム

R７年度 JSPS日韓２
カ国間交流事業・
＜連携先＞
• 慶應義塾大学
• 東京大学
• NCNP
• 広島大学
• 東京通信大学

＜新潟大学＞
• 脳研究所
• ELSIセンター

 プロジェクトの概要

学内競争的資金の
提供（URAが発掘）

東京通信大学
との連携

韓国脳研究院と
の国際共同研究

脳科学・神経技術の発展に伴う倫理的・社会的課題

14



文部科学省令和6年度「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」にELSIを横軸に採択
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鍵となる概念
ELSI,ELSA,RRIなどの関連概念を包摂して
発展させていくための活動に必要な基礎概念
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脆弱性・弱さ
Vulnerability

これからの科学技術には
『弱さを克服する技術開発』と
『弱さを抱きしめる技術開発』という
2つの大きな方向性がある
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新潟発のELSI――
「弱さ」へのまなざし

哲学・倫理学者 宮坂道夫
• 2020年に阪大が国内初のELSIセンターである社会技術共創研究センターを設
置し，中大（2021年），新潟大（2023年）がこれに続いた

• これらのELSIセンターは，基本的な活動方針を共有しつつ各大学の特色を反映
して，おのおのにユニークな個性を持っている

• 阪大はメルカリやNECのような民間企業との共同研究を積極的に展開し，
• 中大は看板である法学部の強みを生かして，AIやWeb3などの法的・倫理面に関
する研究を行っている

• これに対して，新潟大ELSIセンターは，
「弱さ（vulnerability）」という概念に注目し，
地域課題の解決を意識したELSI研究を進めようとしている

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2023/3531_03

Responsible by Design with Anticipating Vulnerabilities
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先見的イノベーション
ガバナンス
OECD-OPSI （GOV）

新興技術のガバナンスのための未来洞察と公共政策の関係

出展：Piret Tõnurist and Angela Hanson (2020), 
Anticipatory Innovation Governance: Shaping the future through proactive policy making, 
OECD Working Papers on Public Governance, No. 44, OECD Publishing, Paris.
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20XX/7/29 従業員オリエンテーション 18図出典 白川訳（2023）P62
出展：Piret Tõnurist and Angela Hanson (2020), 

Anticipatory Innovation Governance: Shaping the future through proactive policy making, 
OECD Working Papers on Public Governance, No. 44, OECD Publishing, Paris.
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20XX/7/29 従業員オリエンテーション出展：Piret Tõnurist and Angela Hanson (2020), Anticipatory Innovation Governance: Shaping the future through proactive policy making,
OECD Working Papers on Public Governance, No. 44, OECD Publishing, Paris.
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総合知のプラットフォームとしての地域総合大学 

課題先進国日本

わが国の研究開発戦略「脆弱性への対処」

日本は，様々な脆弱性を抱えている。

急速な少子高齢化で労働人口が減る一方，医療介護需要は増加。

加えて，地震，台風，豪雨などの自然災害が多い
2024年1月の能登半島地震では新潟県も甚大な被害。新潟市西区の筆者の居住する町内会では液状化で230世
帯余のうち1割が転居した。
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総合知のプラットフォームとしての地域総合大学 

地域総合大学と総合知

学際的かつ率直な対話で課題解決を目指す

新潟大学の考えるELSI/RRI

日本が直面する脆弱性に向き合い，それを強みに変
えていこうとする，いわば逆転の研究開発戦略
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総合知のプラットフォームとしての地域総合大学 

責任ある研究イノベーション RRI

「弱さ」へ対処する技術とケア

これからの科学技術

『弱さを克服する技術開発』

『弱さを抱きしめる技術開発』

2つの軸が必要
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総合知のプラットフォームとしての地域総合大学 

災害研究 融合研究事例

能登地震を機にいみじくも明らかに・・

地域の総合大学が新たな価値軸を提供

その中で人文社会科学も含む学際研究が重要

総合知のプラットフォームとしての変革の基盤こそ

今後の地方国立大学群の役割なのではないか？
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研究連携

～次世代ELSI

プロフェショナル養成
～市民協働型ELSI platform

～ELSIラボ・ネットワーク

実践の
ハブ

• 地域地域に根差した実践型研究

• 地方の高齢化・災害リスク・
医療格差など

• 共同ワークショップ（災害倫理・AI
倫理など）

• 研究者交流プログラム（若手育成・
異分野交流など）

• ELSI教育カリキュラム開発（学部・
社会人向け）

• サイエンスカフェ

• 国際発信（政策提言・国際会議

など）

• 地方自治体向け倫理ガイドライ

ン策定など

人材育成

新潟大学ELSIセンター発 センター同士の連携案

 大阪大学ELSIセンター
・ELSI総合的研究拠点
・ELSI人材育成

 中央大学ELSIセンター
・法制度・政策提言

 広島大学共創科学基盤
センター

・平和学・被災者支援
・市民・患者参画ELSI

 神戸大学生命・自然科
学ELSI研究プロジェク
ト

・先端技術のELSI学際
研究

 明治大学先端科学
ELSI研究所
・自動運転・保険関連

 多摩大学ELSIセンター
・自動運転（RISTEX事

業）

 その他ELSI関連機関

研究 教育 社会実装 現場へのフィードバック

新潟大学を「実践のハブ」とし、他の大学を「専門性のサテライト」各大学の特
徴を活かしつつ「地域課題×学術多様性」を促進。

現場へのフィードバック

社会貢献

新
潟
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学
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学際共創の意味
それぞれの専門分野（ディシプリン＝躾）によ
り知識生産の方法・モードが違う
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科学の方法論（知識を得るための考え方）の発展
どちらが優れて劣るのではなく問題に対する道具が併存

④データ中心科学

③計算科学

②実験科学

①経験科学

• 木とリンゴの３次元空
間データを持ち、新た
な価値を抽出する。

• シュミュレーションで
木からリンゴがどのよ
うに落ちるか計算して
予測する。

• 木からリンゴを落とし
てみて、万有引力の法
則を実験で確かめる。

• 木からリンゴが落ちる
「事実」から、モノが落
ちる現象を知識として
継承する。
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なぜELSIと学際共創？
複雑な問題や「厄介な」問題（“wicked” problems）への取組みに適用可能な研究の進め方

八百万のELSI ばらばらにやってもうまくいかない

出典
OECD 科学技術イノ
ベーションポリシー
ペーパー（88号）
日本語仮訳：トランス
ディシプリ׿リー研究
（学際共創研究）の活
用による社会的課題
解決の取組み
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学際系の工学教育プログラムで
専門性に弱いと感じている学生に
いつも授業で話していること

今社会に求められている人材は専門の知
識だけを深く有する人ではありません。

文系・理系の枠を超えた視点か
ら社会的課題に向き合い、工学
的な技術の応用により解決策や
新たな価値を“社会と「協創」”す
ることは、
科学の最先端の領域です！

協創は共感からはじまる
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新潟大学研究統括機構ELSIセンター
〒950-2181
新潟県新潟市西区五十嵐2の町
8050番地
E-mail: elsi@jura.niigata-u.ac.jp
お問い合わせ（フォーム）

ありがとう
ございました

and 
Governance!

地域における責任ある研究・イノベーション推進

Research Centre on 

Emerging Technology and Governance
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